
発展著しい情報通信技術と，住民の地域防災力とを連携させ
ることによって，被害情報の早期収集・伝達・共有・利用を図る
ことを目的とし，必要な技術を開発し，その有効性を住民・行政
と協働で実証する.
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住民参加による
災害情報収集技術および伝達



１．効率的情報収集体制の空間的フレームワークと具現化
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１）管内をブロック化し（小学校区），その中の公共施設（小学校）を防災拠点＝情報拠点とし，
住民の力をフルに活用して被害情報を収集・確認・整理する．

２）拠点に拠点用情報システムをおき，市職員等が確認しながら被害情報の入力・伝送を行う．
３）拠点と災害対策本部を太い通信インフラでむすび，外部機関とも情報の共有化を図る．
４）集約された被害情報，あるいはこれらの情報に基づく延焼予測結果などの防災情報を拠点

用情報システムにより住民に周知する．



（１）情報収集体制の空間的フレームワークの
技術的実現イメージ（豊橋市での実験）



（２）拠点用防災情報システム

◆被害情報入力・防災情報表示端末
◆IP電話＆Fax
◆Webカメラ

Web camera

IP telephone and Fax

Communication terminal

LAN cable





（３）拠点における情報端末（ノートPC版）による情報入力

入力画面



防災拠点情報システム

③IP電話＆FAX：本部との連絡など

②Webカメラ：映像送信

①情報端末：被害情報の入力，災害情報の提示



（１）消防無線・地域防災無線ディジタル化への対応
－FiReCoSとのリンク (既存システムの利用)

（２）Adhocネットワーク技術の災害現場への適用
（３）固定無線装置（長距離無線LAN）の実際への
適用性検討

２．情報伝達に係る技術開発と検証







携帯端末

PCなど

消防ディジタル無線

I/F I/F

RS-232Cなど
Ethernet

Data Base
無線機

　データ通信　

無線機

PC

音声だけでなくデータ通信を可能とする

◆260MHz帯消防ディジタル無線機を利用し、災害現場と本部等
の間でデータ通信が行えるインターフェイスを試作
◆ディジタル地域防災無線網上での移動局間データ通信を可能
とするインターフェースを設計

消防デジタル無線インターフェイス試作機

（１） 統合化消防無線（Ｆｉｒｅｃｏｓ）の消防ディジタ
ル無線､地域防災無線とのリンク



VHF帯260MHz帯市町村デ
ジタル移動無線システム

面的無線ネットワークの構築
各端末担当者は栄市民館（左下の丸の場所）を一斉に出
発し、対象区域にVHF帯を用いた無線ネットワークを30分
程度で展開できることを確認。
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（２）Adhocネットワーク技術の災害現場への適用



拠点間通信イメージ



長距離無線LAN
比較的安価で長距離・高スループット
が得られる.5GHz帯利用

・1対1通信用：新潟県長岡地域振興
局－見附市役所間の距離は約11km
で、実験準備の際に確認したスルー
プットの値は、実測値で37Mbps 
・1対多通信用 ：同11km間で、25.4
（子→親）および17.6Mbps（親→子）
のスループットが得られた.

防災無線は，アナログ方式からディジタル方式への移行が図られつつあるが，通信
速度は数十kbps程度でその利用には限りがある．また，災害時に確実な情報伝達
を確保するためには伝達手段の多重化が極めて重要である．

拠点間通信として十分有用！

（３）固定無線装置（長距離無線LAN）の
実際への適用性検討



移動局

移動型＋Webカメラ

於河川堤防

移動・一時的通信局としても十分有用！



情報入力・伝達・集約・加工・伝達・周知

長距離無線LAN

八町校区避難所

栄校区避難所

市対策本部

校区被害情報の集約 情報入力

情報の伝達 市被害情報の集約

 

防災拠点情報システム

③IP電話＆FAX：本部との連絡など

②Webカメラ：映像送信

①情報端末：被害情報の入力，災害情報の提示

３．実証実験(豊橋市）



地域住民による情報



拠点での情報システム
（IP電話＆FAX、Webカメラ，情報端末PC)



移動型長距離無線LAN



仮本部スクリーン(拠点等からの映像）

長距離無線ＬＡＮの有用性の確認



住民からの情報等に基づき
・火災延焼予測
・避難シミュレーション
（避難経路）



拠点での情報システム活用
（住民へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ）

評 価
◆今回の実験での情報収集・伝達の枠組み（避難所を情報収集伝達の拠点
とする）は，面積の広い豊橋市のような場合には非常に有効なものであると実
感できた．
◆そのためには拠点間の安定した情報インフラが求められるが，そのための長
距離無線LANは極めて有効である．
◆もう一つの枠組みである住民との協働による情報収集についても，限られ
た公的機関の対応能力を考えると大変有用で，実験結果を見ても，情報を正
しく収集してきている. 今後住民との連携を更に深める必要がある．
◆また住民にとっても、この種の活動が自らのメリットになるということを更に
自覚してもらうよう啓発活動を進める必要がある．
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